
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成
令和５年度
上八万小学校 ①基礎的・基本的な知識・技能の定着 学力向上 委員 教務主任 ：辻野 智美

「学力向上実行プラン」 ②思考力・判断力・表現力を伸ばすための言語活動の充実 推進員委員 特別援学級主任 ：渡邊 まゆみ ２学年主任 ：徳元 昌子 校長
③児童の主体的な学びを確かなものにするための，授業展開 ３学年主任 ：櫻井 由美子 ４学年主任 ：山田 裕也

の工夫や指導の実践 新見 佳代 ５学年主任 ：林 誠二 ６学年主任 ：蔭山 敦子 田上 尚

【各校の取組状況の 把握について】
（１）知識・技能の習得

評価カードを用いた教員の自己評価や，管理職による授業参観など様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供 具体的方策（教員の取組） 中間期の 達成状況（評価） 次年度における改善事項
の姿） 見直し

○年度末の児童アンケートでは，「学校で勉強していることがよ ○四則計算の確認テストで、正答 ○朝の活動の時間に，曜日を決めて，漢字・計算のドリル学習

くわかる。」の質問に「そうだ・たぶんそうだ」と答えた児童の割 率が９割以上の児童を、上学年は や小テストを行い，おぼえられない漢字の確認やポイントをしぼ

合が，９６％だった。前年度の９３％に続き高い水準で推移して ８０％以上,下学年は８５％以上に った練習ができるようにする。

いる。 する。 ○漢字練習帳の使い方を正しく教え，進んで練習に取り組める

●前年度，「四則計算の確認テストで正答率９割以上の児童」 ○漢字の確認テストで、正答率が ようにする。

（全12クラス・２学期末時点の評価）は，達成率は上学年が５７ ９割以上の児童を上学年は８０％ ○「正しい鉛筆の持ち方」や「正しい姿勢」を具体的に指導す

％，下学年が７５％だった。上学年が８０％以上，下学年が８５％ 以上,下学年は８５％以上にする。 るとともに，新出漢字を学習する際には，漢字ドリルを使ってとめ

をめざすという目標には届かなかった。 ○進んで読書（週に1冊程度のペ ・はね・はらいをていねいに指導する。

「漢字の確認テストで、正答率が９割以上の児童」（全12クラス ース）に取り組み，好きな本や興味 ○朝の会などで，ドリル「話す聞くスキル」等を利用し，継続的に

・２学期末時点の評価）は，達成率は上学年が７７％，下学年が のもてる本を増やす。週に１度，図 発声練習を行う。

８３％だった。上学年が８０％以上，下学年が８５％をめざすとい 書室を利用することを習慣化する。 ○進んで読書ができる児童を増やすための方策を，全職員で

う目標には届かなかった。 取り組んでいく。

○年度末の児童アンケートでは，「進んで読書に取り組むこと 各学級が毎週１回，図書室に行き，全員が図書室の本を借りる

ができている。」の質問に「そうだ・たぶんそうだ」と答えた児童 ことができるようにする。

の割合が，７５％だった。前年度の７６％に続き，伸び悩んでい 図書館教育担当の教員を中心にして図書室や教室の環境整

る。 備に取り組む。

●学力における二極化傾向が顕著に見られる。それぞれの児 朝の学習時間を利用して，読書活動に取り組む。

童に対応した学習の進め方に配慮を要する。 保護者への啓発も，同時に行っていく。

○新聞等を活用し，感想を書いたり，内容を要約したりする。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供 具体的方策（教員の取組） 中間期の 達成状況（評価） 次年度における改善事項
の姿） 見直し

○静かに落ち着いて話を聞くという自覚は，一人一人が持って ○友達の発表や教師の言葉を，最 ○聞き方名人・話し方名人の掲示や「発表ナビ」「声のものさ

おり，学習規律を守ろうとする学級・学校の雰囲気は育ってい 後まで落ち着いて聞くことができ し」「声のダイヤル」等を活用し，聞き方・話し方を常時意識づけ

る。 る。 る。

●意欲はあるものの，話を正しく最後まで聞き取ることができな ○学年に応じた読解力を身につ ○ペア学習など，授業の目標に応じた学習形態を取り入れ、自

い児童が見られる。そのため理解が不十分だったり，見通しをも け，教科書の文や問題文の内容・ 分の考えを話す時間・機会を設ける。他者の考えと比較・検討す

って活動できなかったりなどの様子が見られる。 意図を正しく読み取ることができ る過程で，考えを広げ深めるよう助言する。

●初めて目にする文章を正しく音読できなかったり，主語や述 る。 ○全体の場で自分の考えを言う場面を，週に１回以上つくる。

語をとらえて意味・意図を正しく読み取ることができなかったり ○友達との意見の共通点や相違 朝の会でスピーチする機会を設ける。

する児童が多い。 点に着目して、自分の考えをノート ○表現の苦手な児童は，ネームプレートを黒板に貼ることで意

○ノートやプリントなど，書く活動にこつこつまじめに取り組む児 等にまとめることができる。 思表示をし，授業参加ができるようにする。

童が多い。 ○相手に伝わるように理由や事例 ○文章の要約や条件に従って書く練習を取り入れていく。

●昨年度末の児童アンケートでは，「自分の意見や考えを進ん などを挙げながら、場に応じた適 ○学習のめあてを明確にし，自分の考え，みんなの考え，まとめ，

で発表することができている。」の質問に，「そうだ・たぶんそう 切な言葉遣いで，自分の考えを話 ふりかえりがノートにまとめられるようにし，ノートのチェックや評

だ」と答えた児童の割合が，７５％だった。前年度の７５％と同じ すことができる。 価を適時行う。

であった。さらなる伸びをめざしたい。



（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の 具体的方策（教員の取組） 中間期の 達成状況（評価） 次年度における改善事項
姿） 見直し

○昨年度末の児童アンケートでは，「家庭学習をきちんとしてい ○授業のめあてをつかみ，自分の考 ○ICTを活用するとともに，「めあて」から「ふり返り」までの

る。」の質問に「そうだ・たぶんそうだ」と答えた児童の割合が，９ えをもって，話し合い活動などの集団 授業の流れを大切にしながら分かりやすい授業を行う。

５パーセントだった。教師が出す宿題には真面目に取り組んで 的学びに意欲的に参加している。 ○学力向上や授業改善を目ざした，授業研究や研修を計画

いる児童がほとんどである。 ○日々の課題学習を正確にていねい 的に行う。

●自主学習の内容は，個人差が大きく主体的な学習方法が身 に行い，個々が工夫して自主学習に ○毎日，１回は自分の考えを書く機会をつくる。ノートの書き

についているとはいえない。 取り組んでいる。 方見本や良い例，カードなどを示す。学習の足あとが分かる

ノート指導を行う。

○児童の主体的な体験や活動を授業や学校生活全般に取

り入れる。（ＩＣＴ機器の活用やホワイトボードミーティング等）

○適切な自主学習ノートの例を紹介しながら、週末等に自

主学習を促す。 学年始めだけでなく，様々な機会を捉えて

「家庭学習の手引き」等の活用を積極的に行う。

○学習ルールの定着と互いの人権を尊重し，共に認め合う

学級づくりを行う。
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